
金
海
古
蹟
志
巻
十
九

木
梨
助
三
郎
殿

右
は
延
費
六
年
也
。

叉
金
津
町
曾
所
留
記
に
載
せ
た
る
一
克
也
脚
六
年
八
月
の
遺
書
に
も
、
と

う
類
・
地
質
煎
た
ど
の
儀
は
町
績
に
て
費
申
儀
は
苦
悶
敷
云
品
川
。
同

九
年
七
月
の
建
書
に
、
ぢ
わ
う
せ
ん
並
あ
め
等
、
今
般
米
鋤
底
に
付
、

公
儀
被
邑
召
上
-
之
外
商
費
指
止
云
々
。
と
見
ね
た
り
。
右
建
書
共
に

τ

考
ふ
る
に
‘
此
の
頃
の
地
質
煎
と
い
ふ
も
の
は
.
地
貨
に
米
・
婆
怠
ど

を
加
で
飴
汁
の
如
く
作
り
な
し
、
子
供
の
慰
み
も
の
に
た
せ
る
に

や
。
享
保
十
二
年
に
筆
記
せ
し
附
随
筆
に
、
八
幡
の
祭
り
土
産
に
地

資
煎
・
棒
飴
た
ど
多
く
喰
ひ
け
れ
ば
と
.
子
供
の
事
を
書
き
載
せ
た

る
に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
地
質
煎
町
を
ば
昔
は
古
地
質
煎
町
と

呼
び
た
る
に
撮
り
て
考
ふ
る
に
、
往
古
此
の
地
に
て
地
貨
を
煎
じ
‘

製
薬
を
注
し
け
る
に
依
っ
て
、
古
地
質
町
の
名
あ
り
し
か
ど
、
共
の

製
法
を
た
す
事
絶
え
た
る
後
は
‘
い
に
し
へ
よ
り
の
飴
波
に
て
、
飴
・

汁
の
如
き
も
の
を
製
し
‘
之
を
地
質
煎
と
呼
ぴ
て
.
子
供
の
慰
も
の

に
費
り
出
し
た
る
な
ら
ん
か
。
或
は
云
ふ
。
地
責
煎
と
呼
ぺ
る
も
の

は
即
ち
飴
た
り
。
今
も
飴
を
ぽ
地
質
煎
飴
と
呼
ぺ
り
と
い
へ
り
。
按

占y
る
に
、
地
賛
煎
と
飴
と
は
一
冗
よ
り
別
品
た
り
0

・
前
瀬
寛
文
二
年
五

O
承

建

寺

蜜

地
質
煎
町
に
あ
り
。
奮
仰
に
-Z
ふ
。
此
の
地
は
、
昔
泉
寺
町
法
華
宗

承
設
寺
の
諸
問
地
に

τ、
背
此
の
地
に
て
八
町
四
方
の
寺
地
を
賜
は

り
、
愛
に
あ
り
し
か
ど
‘
後
今
の
泉
寺
町
た
る
寺
地
を
賜
は
り
て
移

綿
す
。
故
に
今
竹
林
と
成
る
を
承
綬
寺
薮
と
呼
ぺ
り
と
-E
ひ
停
へ
た

り
。
按
や
る
に
、
貞
享
二
年
の
承
詮
寺
由
来
書
に
は
、
古
寺
町
民
寺
地

拝
領
之
鹿
.
水
損
に
付
.
翁
-
巻
地
桑
野
今
之
屋
敷
拝
領
被
-
-
仰
付
↓
と

あ
り
て
、
地
黄
煎
町
mw
地
に
寺
あ
り
し
事
を
記
載
せ
宇
。
三
州
奇
談

笠
宮
ふ
。
富
樫
氏
の
代
に
久
保
橋
の
聞
に
浮
専
寺
と
云
ム
寺
あ
り

と
。
今
按
宇
る
に
、
承
殻
寺
の
寺
跡
と
い
ひ
侮
ふ
る
も
の
、
若
し
く

は
滞
草
寺
の
事
に
て
、
此
の
地
に
い
に
し
へ
浮
専
寺
と
い
ふ
道
場
あ

り
た
る
に
や
。

O
地
質
煎
町
楽
園

此
の
町
端
は
、
畑
地
に
て
名
高
き
茶
聞
な
り
。
春
は
茶
種
の
花
盛
り
、

目
も
及
ぼ
ぬ
程
黄
色
に
喚
き
つ
ピ
き
、
そ
の
培
養
貨
に
他
村
の
楽
種

と
異
也
。
故
に
種
賓
の
牧
納
飴
村
に
倍
せ
り
。
共
の
他
南
瓜
或
は
婆

た
ど
も
、
他
所
よ
り
は
能
〈
成
熟
す
と
い
へ
り
。
土
屋
義
休
の
耕
穣
春

秋
に
、
大
根
所
は
緒
江
村
・
笠
舞
村
・
泉
野
村
・
古
地
黄
煎
町
・
十
一
屋

金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

四

月
の
建
書
に
、
地
質
煎
御
停
止
被
=
仰
出
-
庭
、
あ
め
と
名
付
け
在
々

へ
入
込
費
申
由
。
と
見
b
・
元
総
九
年
七
月
の
建
替
に
、
ぢ
わ
う
せ

ん
並
あ
め
と
あ
る
に
て
も
い
ち
じ
る
し
。
叉
今
金
揮
に
て
飴
を
ぽ
地

質
煎
飴
と
呼
べ
る
も
の
は
、
そ
の
か
み
地
質
煎
町
に
飴
を
製
出
せ
る

商
人
多
く
居
て
卸
貨
に
な
し
た
り
。
此
の
地
の
製
飴
は
、
他
所
に
製

す
る
と
は
、
共
の
製
密
に
し
て
風
味
よ
き
と
て
、
世
入
賞
翫
し
、
之

を
地
責
煎
飴
と
呼
ぺ
り
。
地
質
煎
飴
は
地
賛
煎
町
飴
の
略
構
な
り
と

い
へ
り
。
然
る
に
後
に
は
他
所
に
て
製
せ
し
飴
を
も
‘
地
賛
煎
飴
と

稀
す
る
や
う
に
成
り
た
り
。
若
松
飴
は
河
北
郡
若
松
村
の
名
産
に

て
1

昔
は
賞
翫
せ
む
か
ど
‘
後
に
は
若
松
飴
と
て
、
金
樺
観
音
町
の

飴
屋
に
製
迭
し
て
‘
若
松
村
に
は
却
り
て
製
越
を
止
め
た
る
に
て
も

知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
地
費
煎
飴
も
若
松
飴
と
ひ
と
し
く
‘
製
出
せ

る
地
名
を
以
て
名
に
呼
べ
る
も
の
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。

O
純
資
煎
町
八
幡
社

此
の
紳
祉
は
、
地
質
煎
町
の
街
尾
往
来
脇
に
あ
り
て
、
地
賛
煎
村
等

六
十
鈴
戸
の
産
土
紳
な
り
。
奮
務
中
は
犀
川
河
上
山
伏
賀
高
寺
の
持

官
に
て
、
従
来
紳
人
等
も
た
き
ゅ
ゑ
に
・
枇
の
来
磁
等
詳
か
な
ら
占
ー

と
い
へ
り
。
但
し
明
治
五
年
十
一
月
村
枇
に
列
せ
ら
る
。
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村
た
り
。
此
の
外
赤
土
村
の
窓
越
大
分
に
作
る
。
と
い
へ
り
。
耕
穣

春
秋
は
貸
永
の
頃
の
著
書
也
。
然
れ
ば
賀
永
の
頃
、
右
の
村
々
を
ば

大
根
畑
の
最
上
な
る
地
と
せ
し
事
知
ら
れ
た
り
。

O
地
資
煎
町
審
事

審
薯
は
、
金
揮
に
て
蕗
摩
い
も
と
呼
べ
り
。
従
前
は
麓
摩
漣
よ
り
般

識
に
た
し
僅
に
渡
来
す
る
ま
で
に
て
、
北
地
の
寒
国
に
は
産
し
難

〈
、
場
養
た
し
得
ざ
る
も
の
と
し
け
る
慮
、
奮
務
十
世
様
中
将
霊
獣

卿
詮
泰
露
公
の
時
、
明
和
元
年
八
月
算
用
場
奉
行
よ
り
郡
方
時
間
奉
行

へ
の
建
帯
広
、
酪
摩
苧
・
琉
球
苧
・
加
越
能
三
州
民
出
来
候
様
に
可
a
申

付
-
回
目
被
-
-
仰
出
一
前
々
一
越
中
筋
に
は
出
来
之
様
子
、
今
以
出
来
賀
買
に

も
可
昌
相
一
成
-
程
に
も
有
v
之
哉
、
培
養
方
委
曲
可
昌
申
聞
-
皆
被
昌
仰
出
刊
と

あ
り
て
、
泰
雲
公
の
傘
慮
よ
り
起
り
て
、
加
越
能
の
緒
郡
郷
虫
に
そ
の

培
養
始
る
と
い
へ
ど
も
、
と
か
く
邑
民
共
此
の
審
暮
を
培
養
せ
し
発

注
き
故
に
や
、
産
出
す
る
事
た
か
り
し
が
、
天
保
の
飢
僅
の
時
、
三
・
グ

固
と
も
食
用
に
事
を
欠
き
、
緒
郡
郷
旦
餓
死
す
る
も
の
少
か
ら
宇
。

飢
餓
の
後
郡
奉
行
よ
り
里
長
へ
設
識
し
、
里
長
共
各
組
下
の
村
民
へ

告
癒
し
て
、
初
て
諸
郡
郷
里
に
培
養
す
る
事
を
了
得
し
、
各
村
培
養
せ

し
中
に
も
、
此
の
地
質
煎
町
の
畠
地
に
産
す
る
も
の
は
、
色
赤
〈
味

，、
五




